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道徳 １年

１年－No.1 みんなでなかよく Ｂ 友情，信頼① ４月(１時間）

ねらい 友達と遊んだり，活動したりすると楽しくなることに気付き，友達と仲よくし
ようとする道徳的心情を養う。

教材 みんなでたのしく

主題 導入では，休み時間等に友達と過ごす場面絵から，学校生活での友達との関わり
構成 についての問題意識をもつことができる。展開では，教科書のやってみたい遊びに
の理 色を塗る活動や自己紹介カードを使った遊びを考える活動を行い，その理由を話し
由 合うことで，友達と遊んだり，活動したりすることの楽しさに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○教科書の「ゆたかなこころ」を読み，
道徳の学習の仕方を知る。

○場面絵の遊びを発表し合い，学習課題
「友達とどんなことができるだろう」
をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，友達と仲よくすることのよさ

について，自分との関わりで考えたり
したことを，発言したりうなずきなが
ら聞いたりしている。

＜発言・うなずき＞

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
発表し合う。

【備考】
・表現カードへの記述は，ひらがなの学習の進度に合わせて実施していく。
・関連－生活科「ともだちになろう」（自己紹介カードを使ったゲームを紹介するとよい。）
自己紹介カードを作成した後に位置付けるとよい。

道徳 １年

１年－No.2 あいさつパワー ◎Ｂ 礼儀① ４月(１時間)

ねらい あいさつを交わすと嬉しい気持ちになることに気付き，身近な人と明るく接し
ようとする道徳的心情を養う。

教材 あいさつでげんきに

主題 導入では，朝から夜までの一日の場面絵から，あいさつをしたりされたりしたと
構成 きの気持ちについての問題意識をもつことができる。展開では，あいさつをすると
の理 きとしないときの主人公の役割演技を通して考えることで，あいさつを交わすと嬉
由 しい気持ちになることに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○場面絵の内容について発表し合い，学
習課題「あいさつをすると，どんな気
持ちになるのだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，あいさつを交わすことのよさ

について，自分との関わりで考えたり
したことを，発言したりうなずきなが
ら聞いたりしている。

＜発言・うなずき＞

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
発表し合う。

【備考】
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道徳 １年

１年－No.3 あんぜんにきをつけて Ａ 節度，節制① ４月(１時間)

ねらい 事故に遭わないように，急いでいても安全に気を配って生活しようとする道徳
的判断力を養う。

教材 あおしんごう

主題 導入では，急いでいてもいつも通り安全に気を配っていた主人公の姿から，安全
構成 に気を付けることについての問題意識をもつことができる。展開では，急いでいる
の理 ときといつも通り安全を確かめたときの主人公の気持ちに着目して考えることで，
由 急いでいてもいつも通り安全に気を配ることが大切であることに気付くことができ

る。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○登下校時に気を付けていることについ
て発表し合い，学習課題「横断歩道を
安全に渡れたのは，どうしてだろう」
をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題の解決に向けて多面的・多角
解決に向けて話し合う。 的に考えたり，安全に生活することの

大切さについて自分との関わりで考え
たりしたことを，発言したりうなずき
ながら聞いたりしている。

＜発言・うなずき＞

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
発表し合う。

【備考】
・関連－学年で行う交通安全教室の前に実施するとよい。

道徳 １年

１年－No.4 きまりをまもろう Ｃ 規則の尊重① ５月(１時間)

ねらい きまりの意義を知り，みんなが気持ちよく生活できるように，きまりを守って
生活しようとする道徳的判断力を養う。

教材 みんなでまもろう

主題 導入では，学校生活でのきまりに関する場面絵から，たくさんのきまりがある理
構成 由についての問題意識をもつことができる。展開では，教科書の４つの場面につい
の理 てきまりを守ったときと守っていないときの物や人の気持ちに着目することで，き
由 まりを守ることが大切であることに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○学校内のきまりについて発表し合い，
学習課題「きまりがたくさんあるのは，
どうしてだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，きまりを守って生活すること

の大切さについて，自分との関わりで
考えたりしたことを，発言したりうな
ずきながら聞いたりしている。

＜発言・うなずき＞

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
発表し合う。

【備考】
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道徳 １年

１年－No.5 みんなありがとう Ｂ 感謝① ５月(１時間)

ねらい 学校の中ではたくさんの人が自分たちの世話をしてくれていることに気付き，
それらの人々に感謝の気持ちを伝えようとする道徳的心情を養う。

教材 がっこうたんけん

主題 導入では，２年生に声をかけてもらって嬉しそうにする主人公の姿から，伝えた
構成 い言葉についての問題意識をもつことができる。展開では，自分たちの世話をして
の理 くれている人たちに着目して考えることで，学校の中ではたくさんの人が自分たち
由 の世話をしてくれていて感謝の気持ちを伝えたいということに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○学校探検で出会った人々を発表し合
い，学習課題「学校探検で会った人に
どのようなことを伝えればいいのだろ
う」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，感謝の気持ちを伝えることの

大切さについて，自分との関わりで考
えたりしたことを，発言したりうなず
きながら聞いたりしている。

＜発言・うなずき＞

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
発表し合う。

【備考】
・関連－生活科「がっこうたんけんをしよう」（附属小で働く人を想起させるとよい。）
・教職員とのインタビューと関連付けられるとよい。

道徳 １年

１年－No.6 はたらくとみんながいいきもち ◎Ｃ 勤労，公共の精 ５月(１時間)
神①

ねらい 働くと，みんなが気持ちよく過ごせることに気付き，みんなのために働こうと
する道徳的実践意欲と態度を養う。

教材 そうじの時間だ

主題 導入では，仕事に前向きに取り組もうとする主人公の姿から，働くことについて
構成 の問題意識をもつことができる。展開では，働いたときの周りの人の気持ちに着目
の理 して考えることで，働くと，みんなが気持ちよく過ごせることに気付き，みんなの
由 ために働こうとする思いを高めることができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○自分が行っている仕事について発表し
合い，学習課題「働くのは，どうして
だろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，みんなのために働くことのよ

さについて，自分との関わりで考えた
りしたことを，発言したりうなずきな
がら聞いたりしている。

＜発言・うなずき＞

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
発表し合う。

【備考】
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道徳 １年

１年－No.7 いのちのすばらしさ ◎Ｄ 生命の尊さ① ６月(１時間)

ねらい 嬉しかったり悲しかったりするのは命が輝いている証であることに気付き，生
きる喜びを感じながら生活しようとする道徳的心情を養う。

教材 みんなみんないきている

主題 導入では，「手のひらを太陽に」の歌詞から生きていることとは何かについての
構成 問題意識をもつことができる。展開では，嬉しかったり悲しかったりした経験を発
の理 表し合うことで，嬉しかったり悲しかったりするのは命が輝いている証であること
由 に気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○生きていると感じるときについて発表
し合い，学習課題「自分の命が輝いて
いるのは，どんなときだろう」をつか
む。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，生きていることのよさについ

て，自分との関わりで考えたりしたこ
とを，発言したりうなずきながら聞い
たりしている。 ＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
発表し合う。

【備考】

道徳 １年

１年－No.8 たいせつないのち ◎Ｄ 生命の尊さ② ６月(１時間)

ねらい 一人一人の命は，多くの人に祝福されて誕生したかけがえのない命であること
に気付き，命を大切にしようとする道徳的心情を養う。

教材 おたんじょうびれっしゃ

主題 導入では，お誕生日列車に乗った子どもたちが祝福されている場面絵から，誕生
構成 日を祝うことについての問題意識をもつことができる。展開では，自らの誕生日を
の理 祝ってくれる人を想起することで，一人一人の命は，多くの人に祝福されて誕生し
由 たかけがえのない命であることに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○教科書のお誕生日列車に乗っている人
や祝福している人について発表し合
い，学習課題「誕生日をお祝いするの
は，どうしてだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，命の大切さについて，自分と

の関わりで考えたりしたことを，発言
したりうなずきながら聞いたりしてい
る。 ＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
発表し合う。

【備考】
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道徳 １年

１年－No.9 ありがとうのこころ Ｂ 感謝② ６月(１時間)

ねらい 自分たちの安全を考えて登下校の際に地域の人が見守ってくれていることに気
付き，それらの人々に感謝の気持ちを伝えようとする道徳的実践意欲と態度を養
う。

教材 がっこうまでのみち

主題 導入では，主人公の登下校を見守る人々の姿から，見守ってくれる人がいること
構成 についての問題意識をもつことができる。展開では，主人公の登下校を見守る地域
の理 の人々の気持ちに着目して考えることで，自分たちの安全を考えて登下校の際に地
由 域の人が見守ってくれていることに気付き，それらの人々に感謝の気持ちを伝えよ

うとする思いを高めることができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○登下校の際に出会う人を発表し合い，
学習課題「地域の人が見守ってくれて
いるのは，どうしてだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題の解決に向けて多面的・多角
解決に向けて話し合う。 的に考えたり，感謝の気持ちを伝える

ことについて自分との関わりで考えた
りしたことを，発言したりうなずきな
がら聞いたりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
発表し合う。

【備考】

道徳 １年

１年－No.10 しょうじきなひと Ａ 正直，誠実① ６月(１時間)

ねらい 明るく伸び伸びと生活するために，うそをつかないで生活しようとする道徳的
判断力を養う。

教材 きんのおの

主題 導入では，女神様の２人のきこりに対する対応の違いから，子どもたちはうそを
構成 つかないことのよさについての問題意識をもつことができる。展開では，２人のき
の理 こりの金の斧を見たときの気持ちを比較することで，子どもたちはうそをつくきこ
由 りに対してもやもやとした印象をもち，正直なきこりに対して明るく清々しい印象

をもつ。そしてうそをつかないで生活することの大切さに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○うそをついた経験を振り返り，学習課
題「うそをつかないよさは何だろう」
をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，うそをつかないで生活するこ

とについて，自分との関わりで考えた
りしたことを，発言したりうなずきな
がら聞いたりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
発表し合う。

【備考】
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道徳 １年

１年－No.11 わがままをしない Ａ 節度，節制② ７月(１時間)

ねらい 周りの人も自分も気持ちよく生活できるように，自分勝手な行動をしないで生
活しようとする道徳的判断力を養う。

教材 かぼちゃのつる

主題 導入では，自分勝手な行動をするかぼちゃと迷惑する周りの生き物の姿から，自
構成 分勝手をしてしまうことについての問題意識をもつことができる。展開では，主人
の理 公に足りない気持ちに着目して考えることで，自分勝手をしたい気持ちがあっても
由 周りの人のことを考えて，自分勝手な行動をしないことが大切であることに気付く

ことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○ついやりすぎてしまった経験を発表し
合い，学習課題「わがままなことをし
ないために，どうしたらいいのだろう」
をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題の解決に向けて多面的・多角
解決に向けて話し合う。 的に考えたり，自分勝手な行動をしな

いことの大切さについて自分との関わ
りで考えたりしたことを，発言したり
うなずきながら聞いたりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
発表し合う。

【備考】

道徳 １年

１年－No.12 わたしのまち だいすき Ｃ 伝統と文化の尊 ７月(１時間)
重，国や郷土を愛する
態度①

ねらい 自分たちが住む地域の魅力に気付き，愛着をもって生活しようとする道徳的心
情を養う。

教材 まちたんけん

主題 導入では，大貫の好きなところを話す主人公の姿から，地域の魅力についての問
構成 題意識をもつことができる。展開では，自分の町の魅力を紹介し合うことで，前橋
の理 の魅力に気付くことができる。
由

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○前橋について知っていることを発表し
合い，学習課題「自分の住む町の好き
なところは，どこだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題の解決に向けて多面的・多角
解決に向けて話し合う。 的に考えたり，自分の住む町に愛着を

もつことについて，自分との関わりで
考えたりしたことを，発言したりうな
ずきながら聞いたりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返って考えたことを
発表し合う。

【備考】
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道徳 １年

１年－No.13 すききらいをしない Ｃ 公正，公平，社会 ９月(１時間）
正義①

ねらい 誰に対しても公平に接するために，自分の好みにとらわれず平等に接しようと
する道徳的判断力を養う。

教材 ぷうたのやくめ

主題 導入では，仲よしの子を特別扱いしようか迷ったが他の子と同じように接した主
構成 人公の姿から，子どもたちは特別扱いをすることで周囲や自分に与える影響につい
の理 て問題意識をもつことができる。展開では，特別扱いをしたりしなかったりした時
由 の理由と結果に着目することで，子どもたちは特別扱いをしないことで誰もが気持

ちよく過ごせるというよさを考えることができ，自分の好みに捉われず平等に接す
ることの大切さに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○特別扱いしてしまった経験を振り返
り，学習課題「みんなに同じ数ずつ飴
玉を渡したのは，どうしてだろう」を
つかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，自分の好みに捉われず平等に

接することについて，自分との関わり
で考えたりしたことを，発言したり記
述したりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
・場面絵をラミネートしたものが，１学年フロアのロッカーの中に保存してある。
・R0５は実習資料として扱った。

道徳 １年

１年－No.14 あかるいこころで Ａ 正直，誠実② ９月(１時間)

ねらい 人に見られたらいけないと思うことをすると暗い心になると気付き，隠し事を
せず明るい心で生活しようとする道徳的心情を養う。

教材 おつきさまがみている

主題 導入では，誰も見ていないからと言って人の家の柿をとろうとする主人公の姿か
構成 ら，人に見られたらいけないと思うことをすることについて問題意識をもつことが
の理 できる。展開では，主人公が柿をとらないで帰った心情に着目して考えることで，
由 誰に見られてもよい行動をすることで，隠し事をせず明るい心で生活できると気付

くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○人に見られたらいけないことをした経
験について発表し合い，学習課題「し
ょういちは，どうして柿をとらなかっ
たのだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題の解決に向けて多面的・多角
解決に向けて話し合う。 的に考えたり，隠し事をせず明るい心

で生活することのよさについて，自分
との関わりで考えたりしたことを，発
言したり記述したりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
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道徳 １年

１年－No.15 ただしいことはすすんで ○Ａ 善悪の判断，自 ９月(１時間)
律，自由と責任①

ねらい 正しいと思うことを進んでするために，強い心をもって正しいことをしようと
する道徳的判断力を養う。

教材 ぼくはいかない

主題 導入では，行ってはいけない場所に誘われて迷う主人公の姿から，子どもたちは
構成 いけないと分かっていてもしたくなってしまうこともあることについての問題意識
の理 をもつことができる。展開では，してはいけないとわかっていてもしてしまった自
由 分としなかった主人公を比較することで，してはいけない理由を考えることができ，

強い心をもって正しいことをすることの大切さに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○してはいけないことをしてしまった経
験を振り返り，学習課題「友達から誘
われた時に，どうして断ったのだろう」
をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，強い心をもって正しいことを

することについて，自分との関わりで
考えたりしたことを，発言したり記述
したりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
・教科書p54「ゆうきのとびら」―それぞれの場面での声のかけ方を考えるとよい。
・R0は，実習資料として扱った。

道徳 １年

１年－No.16 ルールをかんがえよう Ｃ 規則の尊重② ９月(１時間)
※情報モラル

ねらい 周囲の人に迷惑をかけないようにしたり健康で安全に過ごしたりするために，
きまりを守って生活しようとする道徳的判断力を養う。

教材 ルールがないとどうなるの？―スマホやゲームきなどをつかうとき―

主題 導入では，教科書のクイズから，子どもたちはきまりを守らないと起きることに
構成 ついて問題意識をもつことができる。展開では，クイズの場面における適切なきま
の理 りとその理由に着目することで，子どもたちはきまりを守ることで周囲の人に迷惑
由 がかからなかったり自分自身が健康で安全に過ごしたりすることできるというよさ

を考えることができ，きまりを守って生活することの大切さに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○家庭におけるルールを発表し合い，学
習課題「大切なルールは何だろう」を
つかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題の解決に向けて多面的・多角
解決に向けて話し合う。 的に考えたり，きまりを守って生活す

ることについて自分との関わりで考え
たりしたことを，発言したり記述した
りしている。 ＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
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道徳 １年

１年－No.17 きもちのよいせいかつ Ａ 節度，節制③ １０月(１時間)

ねらい 学校や家で気持ちのよい生活をするために，規則正しい生活をすることや，整
理・整頓をすること，健康に気を付けること，勉強をすることなどを，ちゃんと
しようとする道徳的実践意欲と態度を養う。

教材 ちゃんとのたつじん

主題 導入では，教科書の学校や家での生活の場面絵から，子どもたちはちゃんとでき
構成 ることのよさについての問題意識をもつことができる。展開では，ちゃんとできた
の理 時とできない時の心や体の変化に着目することで，子どもたちはちゃんとできるこ
由 とのよさを考えることができ，規則正しい生活をすることや，整理・整頓をするこ

と，健康に気を付けること，勉強をすることなどへの意欲を高めることができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○学校や家での生活の中でできるように
なったことを振り返り，学習課題「学
校や家での生活をちゃんとできると，
どんなよいことがあるだろう」をつか
む。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，規則正しい生活をすることや，

整理・整頓をすること，健康に気を付
けること，勉強をすることなどについ
て，自分との関わりで考えたりしたこ
とを，発言したり記述したりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】

道徳 １年

１年－No.18 ものやおかねをたいせつに Ａ 節度，節制④ １０月(１時間)

ねらい ものやお金の大切さに気付き，ものやお金を無駄遣いせずに使おうとする道徳
的実践意欲と態度を養う。

教材 うわばきぶくろ

主題 導入では，新しいものを買わずにずっと同じ上履き袋を使い続けている主人公の
構成 姿から，ものやお金の使い方についての問題意識をもつことができる。展開では，
の理 上履き袋が作られるまでに関わった人の努力と勤労に着目することで，子どもたち
由 はものやお金の大切さに気付き，ものやお金を無駄遣いせずに使おうとする思いを

高めることができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○ものやお金の使い方を振り返り，学習
課題「ものやお金はどのように使うの
がよいのだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，ものやお金を無駄遣いせずに

使おうとすることについて，自分との
関わりで考えたりしたことを，発言し
たり記述したりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
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道徳 １年

１年－No.19 マナーをまもって ◎Ｂ 礼儀② １０月(１時間)

ねらい 気持ちのよい振る舞いができるように，場に応じた挨拶や言葉遣いをしようと
する道徳的判断力を養う。

教材 だいじなわすれもの

主題 導入では，おやつのお礼を言いに戻った主人公の姿から，子どもたちはお礼を言
構成 う必要性についての問題意識をもつことができる。展開では，お礼を言った時と言
の理 わない時のお母さんの気持ちに着目することで，相手に敬意を示すことのよさを考
由 えることができ，場に応じた挨拶や言葉遣いをすることの大切さに気付くことがで

きる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○自分の挨拶や言葉遣いについて振り返
り，学習課題「どうしてひろみさんは
もう一度お礼をしたのだろう」をつか
む。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題の解決に向けて多面的・多角
解決に向けて話し合う。 的に考えたり，場に応じた挨拶や言葉

遣いをすることについて自分との関わ
りで考えたりしたことを，発言したり
記述したりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】

道徳 １年

１年－No.20 がんばるちから ◎Ａ 希望と勇気，努 １０月(１時間)
力と強い意志①

ねらい 努力を続けることで成長できることに気付き，続けて頑張ろうとする道徳的心
情を養う。

教材 一にち十ぷん

主題 導入では，漢字の練習を何度もあきらめそうになりながら続けた主人公の姿から，
構成 子どもたちは粘り強く努力を続けられる理由についての問題意識をもつことができ
の理 る。展開では，あきらめそうになっても努力を続ける理由に着目することで，子ど
由 もたちは，努力を続けることで成長できることに気付き，続けて頑張ることのよさ

に気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○続けて頑張っていることを振り返り，
学習課題「あきらめそうになっても練
習を続けられるのはどうしてだろう」
をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題の解決に向けて多面的・多角
解決に向けて話し合う。 的に考えたり，続けて頑張ろうとする

ことについて，自分との関わりで考え
たりしたことを，発言したり記述した
りしている。 ＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
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道徳 １年

１年－No.21 いのちのちから ◎Ｄ 生命の尊さ③ １１月(１時間)

ねらい 命がもつ力の偉大さに気付き，力強く生きていこうとする道徳的心情を養う。

教材 さるのおかあさん・サヤカ

主題 導入では，身体が不自由でも，一生懸命に力強く生きるさるのサヤカの姿から，
構成 命がもつ力についての問題意識をもつことができる。展開では，サヤカがもつ命の
の理 力に着目することで，子どもたちは自分にも命の力があることに気付き，力強く生
由 きることのよさに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○自分の命がもっている力を発表し合
い，学習課題「サヤカのすごい力は何
だろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，力強く生きることについて，

自分との関わりで考えたりしたことを，
発言したり記述したりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】

道徳 １年

１年－No.22 どうぶつとなかよし Ｄ 自然愛護① １１月(１時間)

ねらい 動物と触れ合うと穏やかな気持ちになれることに気付き，動物に優しく接しよ
うとする道徳的心情を養う。

教材 うちのねこ

主題 導入では，ペットの猫と触れ合う主人公の姿から，子どもたちは動物と触れ合っ
構成 ている時の気持ちについての問題意識をもつことができる。展開では，主人公がペ
の理 ットの気持ちが分かる理由に着目することで，子どもたちは動物に接することで感
由 じる安心感や生命の尊さを考えることができ，動物に優しく接することの大切さに

気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○動物と触れ合った経験を振り返り，学
習課題「どうして主人公はペットの気
持ちが分かるのだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題の解決に向けて多面的・多角
解決に向けて話し合う。 的に考えたり，動物に優しく接するこ

とについて，自分との関わりで考えた
りしたことを，発言したり記述したり
している。 ＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
・場面絵をラミネートしたものが，１学年フロアのロッカーの中に保存してある。
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道徳 １年

１年－No.23 学校をたのしく Ｃ よりよい学校生 １１月(１時間)
活，集団生活の充実①

ねらい 学校生活を楽しくするために，上級生に親しもうとする道徳的心情を養う。

教材 すてきなことば「あふたあゆう」

主題 導入では，主人公たちに優しく声をかけてくれた上級生の姿から，子どもたちは
構成 上級生の魅力についての問題意識をもつことができる。展開では，自分たちが学校
の理 生活の中で感じた上級生の魅力に着目することで，子どもたちは分からないことを
由 教えてくれたり一緒に遊んでくれたりする上級生の魅力を考えることができ，上級

生に親しむことの大切さに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○上級生にお世話になった経験を振り返
り，学習課題「なぜ６年生はみんなに
やさしいのだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題の解決に向けて多面的・多角
解決に向けて話し合う。 的に考えたり，上級生に親しむことに

ついて自分との関わりで考えたりした
ことを，発言したり記述したりしてい
る。 ＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
・関連―おはよう活動での交流
・場面絵をラミネートしたものが，１学年フロアのロッカーの中に保存してある。

道徳 １年

１年－No.24 あいてのきもちになって Ｂ 親切，思いやり① １１月(１時間)

ねらい 人に親切にすると，心があたたかくなると気付き，相手の気持ちを考えて接し
ようとする道徳的心情を養う。

教材 ぼく，もちます

主題 導入では，近所に住む人の荷物運びを手伝う主人公の姿から，子どもたちは身近
構成 な人に親切にすることについての問題意識をもつことができる。展開では，人に親
の理 切にしたときの周りの人の気持ちに着目することで，子どもたちは，相手の気持ち
由 を考えて接すると心があたたかくなると気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○教材を読み，近所に住む人の荷物運び
を手伝う主人公についての感想や疑問
を話し合い，学習課題「どうして，人
に親切にするのだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，相手の気持ちを考えて接する

ことについて，自分との関わりで考え
たりしたことを，発言したり記述した
りしている。 ＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
・敬老の日と関連付けるとよい
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道徳 １年

１年－No.25 やさしいこころ Ｂ 親切，思いやり② １２月(１時間)

ねらい 友達や幼い人に優しく接するために，相手の気持ちを考えようとする道徳的心
情を養う。

教材 はしのうえのおおかみ

主題 導入では，最初はいじわるをしていた主人公が優しくなった姿から，子どもたち
構成 は優しくすることのよさについての問題意識をもつことができる。展開では，優し
の理 くした時の主人公と相手の気持ちに着目することで，子どもたちは優しくしたこと
由 で喜ばれると気持ちがよいし，相手も嬉しいというよさを考えることができ，相手

の気持ちを考えることの大切さに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○友達や幼い人に優しくした経験を振り
返り，学習課題「おおかみさんが優し
くしたのはどうしてだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題の解決に向けて多面的・多角
解決に向けて話し合う。 的に考えたり，相手の気持ちを考える

ことについて，自分との関わりで考え
たりしたことを，発言したり記述した
りしている。 ＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
・関連－生活科「ようこそ白ぐみ・みどりぐみ」（幼稚園児と触れ合った経験を想起させ
るとよい。）
・R04は人権週間に実施した。

道徳 １年

１年－No.26 ともだちをおもうこころ Ｂ 友情，信頼② １２月(１時間)

ねらい 友達と仲よくするために，友達の気持ちを考えようとする道徳的実践意欲と態度
を養う。

教材 二わのことり

主題 導入では，やまがらを思い，家に行ったみそさざいの姿から，子どもたちは友達
構成 の気持ちを考えることについて問題意識をもつことができる。展開では，やまがら
の理 とみそさざいの気持ちに着目することで，子どもたちは友達と一緒だと嬉しくなる
由 と気付き，友達の気持ちを考えようとする思いを高めることができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○友達と仲良くした経験を想起し，学習
課題「主人公が山おくのさびしいとこ
ろにあるともだちのいえにいったの
は，どうしてだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，友達の気持ちを考えようとす

ることについて，自分との関わりで考
えたりしたことを，発言したり記述し
たりしている。 ＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
・R0３は，人権週間の一斉道徳授業で扱った。
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道徳 １年

１年－No.27 ぐんまのこころ Ｃ 伝統と文化の尊 １月(１時間)
重，国や郷土を愛する
態度②

ねらい 郷土の偉人達の功績を知り，我が国の文化を愛しいと感じる道徳的心情を養う。

教材 うみ～林りゅうはといの上たけし～（ぐんまの道徳）

主題 導入では，「うみ」を好きになる主人公の姿から，子どもたちは日本の代表的な
構成 歌に愛着をもつことについての問題意識をもつことができる。展開では，「うみ」
の理 の作詞者と作曲者が群馬県の出身者であることに着目することで，子どもたちは歌
由 を身近に感じることができ，我が県の文化に愛着をもつことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○「うみ」「おうま」「チューリップ」
を歌った経験を振り返り，学習課題「な
つみさんが群馬県の歌を好きになった
のはどうしてだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題の解決に向けて多面的・多角
解決に向けて話し合う。 的に考えたり，郷土の文化に愛着をも

つことについて自分との関わりで考え
たりしたことを，発言したり記述した
りしている。 ＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
・R03は，群馬県をより身近に感じるように，上毛かるたを導入に使用した。

道徳 １年

１年－No.28 がいこくの人となかよく Ｃ 国際理解，国際親 １月(１時間）
善①

ねらい 外国の人と仲よくするために，他国との違いを受け入れようとする道徳的心情を
養う。

教材 エマさんのこたえあわせ

主題 導入では，オーストラリアから来たエマさんがプリントの答えにチェックマーク
構成 ばかり付けていることに驚いた主人公の姿から，子どもたちは外国と日本では違う
の理 ところがあり，それを知らないことについて問題意識をもつことができる。展開で
由 は，主人公が驚いた理由に着目することで，子どもたちは他国との違いを考えるこ

とができ，違いを受け入れることの大切さに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○外国の人と関わった経験を想起し，学
習課題「外国の人と仲よくするために
何が大切なのだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，他国との違いを受け入れよう

とすることについて，自分との関わり
で考えたりしたことを，発言したり記
述したりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
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道徳 １年

１年－No.29 こころのコントロール ○Ａ 善悪の判断，自 ２月(１時間)
律，自由と責任②

ねらい よいと思うことを進んでするために，強い心をもって正直に過ごそうとする道
徳的判断力を養う。

教材 ひつじかいとおおかみ

主題 導入では，うそをつき続けた主人公が本当のことを言っても信じてもらえなくな
構成 る姿から，子どもたちは楽しいこととよいことの違いについて問題意識をもつこと
の理 ができる。展開では，うそをつき続けた理由に着目することで，子どもたちは悪い
由 ことを繰り返してしまう心の弱さを考えることができ，強い心でよいことをするこ

との大切さに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○ふざけて悪いことをしてしまった経験
を想起し，学習課題「よいことをする
には，どうしたらよいだろう」をつか
む。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，強い心をもってよいことをす

ることについて，自分との関わりで考
えたりしたことを，発言したり記述し
たりしている。 ＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】

道徳 １年

１年－No.30 みんなでつかうもの C 規則の尊重③ ２月(１時間)

ねらい 誰もが気持ちよく生活するために，きまりを守り，みんなで使う物や場所を大
切にしようとする道徳的判断力を養う。

教材 きいろいベンチ

主題 導入では，遊びに夢中になって，公園のベンチやブランコのイスを汚してしまう
構成 主人公たちの姿から，みんなで使う物の使い方について問題意識をもつことができ
の理 る。展開では，みんなで使う物のよい使い方とわるい使い方に着目することで，誰
由 もが気持ちよく生活できるように，きまりを守り，みんなのことを考えた使い方を

することの大切さに気付くことができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○みんなで使う物について発表し合い，
学習課題「みんなで使う物は，どのよ
うに使うとよいのだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，みんなで使う物の使い方につ

いて，自分との関わりで考えたりした
ことを，発言したり記述したりしてい
る。 ＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
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道徳 １年

１年－No.31 かぞくのあたたかさ Ｃ 家族愛，家庭生活 ２月(１時間)
の充実①

ねらい 子どもを思う母の気持ちに気付き，家族を大切にしようとする道徳的心情を養
う。

教材 ぎんのしずく

主題 導入では，星が３人の母親に銀のしずくを落とした姿から，子どもたちは母の気
構成 持ちを理解することについて問題意識をもつことができる。展開では，母が子ども
の理 を叱る理由に着目することで，子どもを思う母の気持ちに気付くことができる。
由

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○家族の印象を発表し合い，学習課題「ど
のお母さんも一番なのは，どうしてだ
ろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，子どもを思う母の気持ちにつ

いて，自分との関わりで考えたりした
ことを，発言したり記述したりしてい
る。 ＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
・関連－「かぞくの中のぼく・わたし」（家族のためにできることを考えさせるとよい。）
計画を基に，チャレンジ１回目を行った後に実施する。

道徳 １年

１年－No.32 うつくしいこころ Ｄ 感動，畏敬の念① ３月(１時間)

ねらい 相手を思いやる心に気付き，その心を美しいと思う道徳的心情を養う。

教材 ひしゃくぼし

主題 導入では，色が変わっていくひしゃくの様子から，子どもたちは相手を思いやる
構成 心について問題意識をもつことができる。展開では，ひしゃくの色が変わった瞬間
の理 の主人公の行為に着目することで，子どもたちは主人公の相手を思いやる心に気付
由 き，その心の美しさを感じることができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○優しくした経験を想起し，学習課題「何
が美しいものなのだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，思いやる心を美しさについて，

自分との関わりで考えたりしたことを，
発言したり記述したりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】
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道徳 １年

１年－No.33 わたしはどんなひと Ａ 個性の伸長① ３月(１時間)

ねらい 自分のよいところを伸ばすために，自分のよさを見つけたり認めたりしようと
する道徳的実践意欲と態度を養う。

教材 ぼくにもあるかな

主題 導入では，自分のよさを見付けられずに悩む主人公の姿から，子どもたちは自分
構成 の長所について問題意識をもつことができる。展開では，母親から長所を言っても
の理 らった主人公の気持ちに着目することで，子どもたちは自分の長所を考えることが
由 でき，よいところをより伸ばしていこうとする思いを高めることができる。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○自分の長所を振り返り，学習課題「自
分のよいところを見付けるには，どう
すればよいだろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題について多面的・多角的に考
解決に向けて話し合う。 えたり，自分のよさを見付けたり認め

たりしようとすることについて，自分
との関わりで考えたりしたことを，発
言したり記述したりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】

道徳 １年

１年－No.34 わたしたちの学きゅう Ｃ よりよい学校生 ３月(１時間)
活，集団生活の充実②

ねらい 学級や学校で楽しく過ごすために，先生や友達に親しんで生活しようとする道
徳的心情を養う。

教材 もうすぐ二ねんせい

主題 導入では，鍵盤ハーモニカが上手に演奏できて喜ぶ主人公の姿から，子どもたち
構成 は自分のできるようになったことが増えた理由について問題意識をもつことができ
の理 る。展開では，できるようになった理由に着目することで，子どもたちは自分や友
由 達のがんばり，周りの応援があって，自分が成長してきたことに気付くことができ

る。

過程 学習活動 評価の視点＜評価方法＞

導入 ○１年生での思い出を想起し，学習課題
「できることが増えたのは，どうして
だろう」をつかむ。

展開 ○自分の考えを発表し合い，学習課題の ◇学習課題の解決に向けて多面的・多角
解決に向けて話し合う。 的に考えたり，先生や友達に親しんで

生活することについて，自分との関わ
りで考えたりしたことを，発言したり
記述したりしている。

＜発言・表現カード＞

終末 ○本時の学習を振り返り，分かったこと
やこれからもしていきたいことなどを
表現カードに記述し，発表し合う。

【備考】


